
 

 

 

 

 

 

 

 

カネカ騒動から考える退職マネジメントの話 

 

先日、化学メーカーの株式会社カネカが育休復帰

直後の男性に配置転換を命じた問題が話題になり

ました。結果的に該当社員は退職し、その妻がツ

イッター上で不満を漏らしたところ波紋が広がり

様々な議論が起きました。 

 

そしてカネカは調査委員会を立ち上げて調査して、

公式サイトで経緯を説明する騒動にまで発展して

しまいましたが、一番批判を浴びている有休取得

を拒否した件に関しては何もコメントしていない

ことがさらに批判を浴びる結果になってしまいま

した。 

 

一連の騒動で気になったのはカネカという会社の

問題というより退職した元社員と上司の問題であ

る気がします。そして退職マネジメントがうまく

いかなかったのではと私は考えています。退職マ

ネジメントとは退職する際の会社側の対応を指し

ます。 

 

カネカ騒動について 

カネカ公式サイトで発表したコメントにも「着任

後に出張を認めるなど柔軟に対応しようと元社員

の上司は考えていました」とありますが「考えて

いたが伝えていなかった」という不思議な現象が

起きています。 

 

また社長が全社員に送ったとされる文章にも「十 

 

分な意思疎通ができておらず、着任の仕方等、転

勤の具体的な進め方について当該社員に誤解を生

じさせたことは配慮不足であった」と書かれてお

りコミュニケーション不足であった点は会社側も

認めている部分です。 

 

そして「転勤に関しての種々の配慮について誤解

したまま」とされていますが、誤解させたまま退

職させてしまったというのが本当のところではな

いでしょうか。カネカ側は法的には問題ないこと

をアピールしていますが、退職した該当社員の会

社への印象は悪いまま退職したことは容易に想像

できます。 

 

退職（内定辞退）する際の出来事は記憶に残る 

極端な話ですが企業の印象というのは退職する際

に大半が決まると言っても過言ではありません。

なぜなら最後の出来事が一番印象に残るからです。

社会人や学生に聞いた企業の評判も「退職を伝え

て以降どのように対応されたか」について語る人

が必ず一定数いますが、それほど印象に残りやす

いと言えるでしょう。 

 

ある人から「１０年前にある会社を退職する際に

定時終了後に会議室で部署の全員が集まってささ

やかな送別会をしてくれたことが嬉しかった。た

だ部長だけが会議を理由に不参加だった。大事な

会議かもしれないが３分間だけでも抜けられなか

ったのかと少し残念な気持ちになったことを今で

も覚えています」というお話を聞いたことがあり

ます。思わず言ってしまった「忙しい時期に辞め
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るなんて非常識」「君はうちの会社には合わなかっ

たけど次の会社では頑張ってね」など文句や失礼

な発言は印象に強く残ります。 

 

逆に誠実な対応をすれば、それがそのまま企業の

イメージになります。株式会社リクルートは退職

マネジメントが上手いと言われており、退職した

元社員が「辞めたけど良い会社だよ」と評判を広

めてくれているのが就職・転職市場での人気の一

因だと言われています。 

 

どれだけ選考中のイメージが良くても選考辞退や

内定辞退する際に冷たい対応や素っ気ない態度を

とってしまえば学生は「あれ？」「ああ本当はこう

いう会社なのか…」と思ってしまうでしょう。学

生に就職活動の話を聞いても悪いエピソードの話

はスラスラと出てきますが、好印象よりも悪印象

のほうが印象に残りやすいと言えるでしょう。 

 

以前にカゴメの神対応について記事にしています

が、学生の場合、良いイメージをもたれていれば

後輩を紹介してくれることも多いです。「私は辞退

したけど良い会社だから会社説明会に参加したほ

うがいいよ」「第一志望が決まっていないなら話を

聞きに行ってもいいと思う」と自然に口コミを広

げてくれます。 

 

最後まで誠実に対応することが必要 

皆様は社員が退職する際または内定者が辞退した

後の対応はどのようにしているでしょうか。淡々

と対応して「はい、終わり」にしていませんでしょ

うか。 

 

採用担当者の中には「辞退した学生を気にかける

より選考中の学生や内定者に時間をかけるのが効

率的だし誠実ではないか」と考える人もいるでし

ょう。ただ私が伝えたいのは一言言えるかどうか

の差が非常に大きいということです。 

「退職は残念だけどこれまで一緒に働けてよかっ

た」「いままで会社（部署）に貢献してくれてあり

がとう」「選考辞退は残念だけど当社に興味を持っ

てくれてありがとう」といった言葉を言えるかど

うかだと思います。どんなに忙しいときでも心に

余裕をもった一言を言えるようになりたいですね。 

 

まとめ 

退職が決まった瞬間から「部外者」として扱う人

もいます（今回のカネカの一件もそのように対応

している気がします）が部外者ではなく自社のフ

ァンとして考えるべきだと思います。これは内定

者にも同じことが言えます。内定辞退が起きた時

にどのような対応を取るかで、その後も自社のこ

とを応援してくれるファンになるかどうかが決ま

ります。採用担当者であれば『辞めても好きな会

社』を目指してほしいと思います。 

 

巻末にアプリ体験方法記載しています。 

◇◆◇◆スマホアプリ「Chaku2NEXT」のデモを 

いますぐ体験できます◇◆◇◆ 

１） お使いのスマホに「ちゃくちゃくネクスト」 

アプリダウンロード 

・GooglePlayまたは App Storeで 

「chaku2-next」と検索 

２）ダウロードが完了したら、 

・企業ＩDに「jinji」と入力 

３）ユーザーログイン画面でメアドとパスワードを入力 

デモアカウント：member@chaku2.jp 

パスワード：1111 

を入力します。 

【お問い合わせ先】 

 

株式会社サーフボード 

担当者：本庄孝司 honjo@surfboard.co.jp 

連絡先：0776-52-2134 

〒910-0842 福井県福井市開発 2丁目 614 

URL   https://www.surfboard.jp/ 

mailto:member@chaku2.jp
https://www.surfboard.jp/

